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「機械加工・初心者向け体験実習（切削加工・汎用フライス盤作業）」技術者向けOPCの実施（2024.12）

 研究実績の概要

　機械システム工学コースではコース所属学生を対象に，厚生労働省が主催する公的資格「技能検定」の資

格取得支援のため，放課後に講座を開催している．支援対象の技能検定は，本コースの育成人材像に合致す

る普通旋盤，機械検査，手書き製図の3種である．

　これまでに普通旋盤作業や機械検査における技能評価にについてDXを適用して，特に重要な計測作業に着

目し，アイトラッキングシステム（視線をリアルタイムに追跡するセンサー技術）を用いた視線分析や，

モーションキャプチャー（身体部位の位置と動きを記録する技術）による動作分析を通じて，熟練者と初心

者の違いを明らかにしてきた．本特定課題研究では，これらの近年急速に発展・普及しているデジタル技術

を活用した作業分析・評価方法を手書き製図に適用・調査するとともに，旋盤作業に関しても継続して調査

した．これらの活動は総合的な学習であるゼミナールおよび卒業研究のテーマとして実施した．

　その結果，これまでの普通旋盤作業や機械検査で得られた知見を手書き製図に応用し，熟練者と初心者の

違いを評価したところ興味深い結果が得られた．旋盤作業や機械検査では明確に現れていた熟練者と初心者

の差異が，手書き製図については確認されなかった．この結果より手書き製図で求められる「正しさ，明瞭

さ，速さ」といった技能が，作業者のドラフターなどの製図用具の扱いや筆運びといった身体的動作そのも

のよりも，図面から形状や寸法を正確に読み取る「読図能力」をより強く反映していることを示唆している

といった結論を得た．また本研究成果の社会還元の一環として，機械加工に関する技術者向け基礎講座を開

催した．
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